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1 計画の推進体制 

本計画は、「宇城市地域公共交通活性化協議会」が主体となり、計画の推進や施策・事業の

進捗状況の確認を行います。 

計画の推進のためには、行政、交通事業者、地域の 3者が協働し、各主体が現状の課題を

認識・共有することが重要です。 

さらに、庁内の関係部署や周辺自治体とも連携し、分野横断的に取り組むことで、地域全

体で持続可能な公共交通の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の達成状況の評価 8 

宇城市地域公共交通活性化協議会 
[構成メンバー] 

 地域、行政（宇城市、道路管理者、交通管理者）、交通事業者、学識経験者、国・県、 

その他関係者 

[役割] 

・地域の現状及び課題の把握 

・目標達成に向けた施策・事業の実施 

・PDCAサイクルによる事業進捗の管理・評価 

 

 

 

 

・地域公共交通を積極的に利用 

・地域公共交通に関する取組に主体的に関与・協力 

・地域公共交通に関する施策・事業を推進 
・地域や交通事業者との協力連携 
・地域公共交通サービスの提供の支援 
（運行経費補助） 

・宇城市地域公共交通活性化協議会の運営 

・サービスの維持向上、情報提供等を遂行 

・安全性を確保した運行管理 

庁内関係部署 
 都市整備課、教育総務課、高齢介護課、
社会福祉課、商工観光課など 

周辺自治体 
熊本市、宇土市、上天草市など 

連携 連携 

地域

交通事業者
行政

宇城市、道路管理者、

交通管理者
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２ PDCAサイクルによる評価・検証 

本計画は、施策・事業の実施状況及びその効果、改善の方向性等を把握することを目的に、

PDCAサイクルに基づき、毎年度、進捗状況のモニタリングを実施します。 

また、社会情勢や行政の財政負担状況等の取り巻く環境の変化に応じて、適宜見直し・改

善を実施します。 

なお、地域公共交通の利用実態や利用者ニーズは定期的に調査・把握を行い、目標達成に

向けて取り組みます。 

 
基本方針 数値指標 評価方法 評価時期 

①地域公共交通

のサービス水準

の見直し 

路線バスに関する 

財政負担額 
路線バスに対する欠損補助額 毎年 

乗合タクシーの 

収支率※ 
運行料金/利用料金×100 毎年 

②持続可能な地

域公共交通ネッ

トワークの構築 

路線バスの 

利用者数 
路線バスの年間利用者数 毎年 

乗合タクシーの 

利用者数※ 
乗合タクシーの年間利用者数 毎年 

③交通結節機能

の強化 

乗り換え拠点の 

利用者数※ 
駅別乗車人員 毎年 

④地域公共交通

の利用促進・意識

の醸成 

地域公共交通の 

利用率 

市民アンケート調査において、 

（居住地が宇城市内かつ、日常生

活で月に数日以上公共交通を利用

している人数）/（居住地が宇城市

内の人数）×100 

最終年 

乗合タクシーの 

新規利用者数※ 

利用者名簿から１年間に 

追加された人数 
毎年 

地域公共交通の 

利用促進策の実施回数 

地域公共交通の利用促進策の 

実施回数 
毎年 

⑤地域公共交通

と他分野の連携 

他分野と連携・協

働による取り組み 

商業・観光・医療分野等との 

連携・協働による取り組み 
最終年 

※乗合タクシーの収支率、乗合タクシーの利用者数、乗り換え拠点の利用者数、乗合タクシ

ーの新規利用者数は前年度実績で評価 

Plan

DoCheck

Action
計画の立案 
（改善・見直し計画の立案） 

計画に従い事業・ 
施策の実施 

達成状況の評価 

達成状況の評価を踏まえ、 
改善・見直し 

PDCA 
サイクル 



 

 
81 

 

 


